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【
う
ら
へ
続
く
】

危
機
打
開
の
た
め
米
朝
は
無
条
件
で

直
接
対
話
を

　

日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
が
声
明
（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７
年
８
月
12
日

　

北
朝
鮮
の
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
め
ぐ
り
、

米
国
と
北
朝
鮮
の
軍
事
衝
突
の
危
険
性
を
は
ら
む

事
態
へ
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
志

位
和
夫
委
員
長
は
、
事
態
を
憂
慮
し
、
危
機
打
開

を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

米
朝
両
国
が
、
直
接
相

手
の
意
図
を
確
か
め
る
す

べ
の
な
い
ま
ま
、
軍
事
的

恫
喝
の
応
酬
を
エ
ス
カ
レ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
は
、
た

い
へ
ん
に
危
険
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
、
現
在

の
危
機
を
打
開
し
、
平
和

的
・
外
交
的
解
決
を
は
か

る
た
め
に
、
関
係
諸
国
に

対
し
て
、
次
の
諸
点
を
緊

急
に
要
請
す
る
。

（
１
）
北
朝
鮮
に
、
国
連

安
保
理
決
議
を
順
守
し
、

こ
れ
以
上
の
軍
事
的
な
挑

発
行
為―

―

と
り
わ
け
無

謀
き
わ
ま
る
「
グ
ア
ム
島

周
辺
へ
の
包
囲
射
撃
」
計

画
の
中
止
を
強
く
求
め

る
。

（
２
）
米
朝
両
国
に
対
し

て
、
強
く
自
制
を
求
め
る

と
と
も
に
、
現
在
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
に
無
条

件
で
直
接
対
話
に
踏
み
出

す
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

直
接
対
話
に
踏
み
出
す
な

か
で
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
問

題
を
解
決
す
る
可
能
性
を

追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
日
本
は
、
何
ら
か

の
軍
事
衝
突
が
起
こ
っ
た

場
合
、
最
大
の
被
害
を
受

け
る
国
の
一
つ
と
な
る
。

日
本
政
府
は
、
緊
張
を
高

め
る
軍
事
的
対
応
の
強
化

で
な
く
、
米
朝
の
直
接
対

話
を
実
現
し
、
核
・
ミ
サ

イ
ル
問
題
を
平
和
的
・
外

交
的
に
解
決
す
る
た
め
の

努
力
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
）

　

沖
縄
県
の
米
海
兵
隊
普

天
間
基
地
所
属
の
Ｍ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
が
５
日
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
岸
沖
で

輸
送
揚
陸
艦
へ
の
着
艦
中

に
デ
ッ
キ
に
衝
突
・
墜
落

し
た
事
故
に
つ
い
て
、
安

倍
政
権
は
「
飛
行
自
粛
」

を
要
請
し
ま
し
た
が
、
米

軍
は
普
天
間
基
地
で
飛
行

継
続
。
政
府
は
11
日
、
事

故
後
わ
ず
か
６
日
で
自

粛
要
請
を
取
り
下
げ
ま
し

た
。
18
日
か
ら
は
北
海
道

で
の
日
米
共
同
訓
練
に
オ

ス
プ
レ
イ
が
参
加
強
行
で

す
。

　

政
府
発
表
は
▽
関
係
者

Ｖ
22
飛
行
再
開
容
認

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
国
民
は
な
い
が
し
ろ

欠
陥
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
中
止
さ
せ
よ
う

の
目
撃
情
報
を
収
集
し
、

整
備
や
搭
乗
員
の
訓
練
の

記
録
を
確
認
し
て
、
事
故

に
つ
な
が
っ
た
全
要
因
を

分
析
し
た
な
ど
と
し
、「
飛

行
再
開
は
安
全
」
と
の
結

論
。
そ
の
中
身
は
第
三
海

兵
遠
征
軍
の
司
令
官
に
よ

る
「
安
全
」
宣
言
声
明
（
９

日
）と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、

「
米
側
が
言
っ
て
い
る
か

ら
安
全
」
と
い
う
こ
と
。

安
倍
政
権
に
は
主
権
国
家

の
政
府
と
し
て
の
資
格
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

12
日
に
沖
縄
県
民
大
会

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤

回
、普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・

撤
去
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
断
念
を
日
米
両
政
府
に

強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た

日
本
共
産
党
は
北
海
道
防

衛
局
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

訓
練
参
加
と
同
機
の
飛
行

中
止
を
強
く
申
し
入
れ
ま

し
た
。

　

事
故
原
因
は
不
明
の
ま

ま
で
す
。
危
険
な
オ
ス
プ

レ
イ
の
飛
行
停
止
を
全
国

の
た
た
か
い
で
止
め
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

お
盆
休
み
。「
10
連
休

の
人
が
多
か
っ
た
」「
子

ど
も
連
れ
で
妻
の
実
家

に
行
っ
た
。
義
父
母
が
歓

迎
し
て
く
れ
た
」「
家
族

で
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
が

天
候
不
順
で
ホ
テ
ル
に
宿

泊
。
出
費
が
か
さ
ん
だ
」

「
久
し
ぶ
り
に
学
生
時
代

の
仲
間
と
飲
み
会
。
独
身

者
が
減
り
焦
っ
た
」「
田

舎
に
帰
っ
た
が
、
お
盆
の

間
、
バ
ス
が
全
休
と
な
っ

て
い
た
。
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
し
か
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
４
〜
６
月

期
連
結
決
算
発
表
（
４

日
）。
営
業
収
益
は

対
前
年
３
・
４
％
増
の

２
兆
８
０
９
８
億
円
。
営

業
利
益
は
対
前
年
０
・
９

オスプレイ演習反対、スタンディングで抗議（18日、千歳）安
倍
内
閣
改
造
後
の

各
紙
世
論
調
査

（調査日 3～ 6日）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

％
増
の
４
９
１
６
億
円
。

「
第
１
四
半
期
と
し
て
は

３
年
連
続
で
過
去
最
高

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

長
崎
原
爆
平
和
記
念

式
典
。「
田
上
市
長
が
平

和
宣
言
で
、
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
た
」「
安
倍
首
相
は
禁

を
何
と
思
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
」「
樺
太
で
は
終
戦

後
、
７
日
間
も
戦
闘
が
行

わ
れ
、
数
千
人
の
民
間
人

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

世
界
陸
上
。「
男
子

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
銅
メ

ダ
ル
に
感
動
し
た
」「
ボ

ル
ト
選
手
の
途
中
棄
権
は

驚
い
た
」「
男
子
50
㎞
競

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
米

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

に
あ
る
石
炭
火
力
発
電
所

沿
い
の
川
の
下
流
の
堆
積

物
か
ら
、
マ
グ
ネ
リ
相
と

い
う
特
異
な
構
造
を
持
つ

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
チ
タ
ン

の
酸
化
物
を
検
出
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
中
国
と
ア
メ

リ
カ
の
石
炭
火
発
12
カ
所

で
灰
を
採
取
し
て
分
析
、

マ
グ
ネ
リ
相
の
存
在
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

石
炭
に
は
自
然
に
存
在

す
る
酸
化
チ
タ
ン
が
含
ま

れ
て
お
り
、
酸
化
チ
タ
ン

を
石
炭
火
発
と
同
じ
条
件

石炭火力発電所の灰に有害物質
　　　燃焼の過程で生成

　中国とアメリカの研究グループ
『ネイチャー・コミュニケーションズ』8日付

で
加
熱
し
た
と
こ
ろ
、
マ

グ
ネ
リ
相
が
生
成
す
る
こ

と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

小
型
の
淡
水
魚
の
ゼ

ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
っ

て
、
マ
グ
ネ
リ
相
の
影
響

を
調
べ
る
実
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
の
胚
の
死
亡
率
が
高

く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
研
究
グ
ル

ー
プ
は
、
人
間
へ
の
健
康

影
響
に
つ
い
て
も
調
べ
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
６
日
、
広
島
市
で

開
か
れ
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
で
連
帯
あ
い
さ
つ

し
、「
国
連
会
議
」
で
の

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

に
よ
っ
て
「
私
た
ち
の
運

動
が
『
新
し
い
段
階
』
に

入
っ
た
」
と
指
摘
。「
核

兵
器
禁
止
か
ら
核
兵
器
廃

絶
へ
と
、
人
類
の
歴
史
を

さ
ら
に
前
に
進
め
る
た
め

に
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

志
位
氏
は
会
議
の
成

功
に
日
本
の
原
水
爆
禁
止

運
動
が
大
き
な
貢
献
と
な

っ
た
こ
と
、
な
か
で
も
被

爆
者
が
果
た
し
た
多
大
な

役
割
を
強
調
し
ま
し
た
。

「『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
』
の
力
を
強
く
実
感
し

た
」
と
し
て
、「
署
名
を

数
億
の
規
模
で
集
め
、
核

兵
器
に
し
が
み
つ
く
勢
力

を
包
囲
し
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
志
位
氏
は
、
同
日

朝
に
参
加
し
た
広
島
市
の

平
和
記
念
式
典
で
あ
い
さ

つ
し
た
広
島
市
長
は
じ
め

全
員
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
言
及
し
、
核
兵
器
廃
絶

へ
の
決
意
を
語
っ
た
一
方

で
、「
た
だ
ひ
と
り
、
こ

の
条
約
に
一
切
ふ
れ
な

か
っ
た
の
が
安
倍
首
相

で
す
」
と
指
摘
。
日
本
政

府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
真
剣
に
検
討
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と

と
も
に
、「
私
た
ち
の
手

で
核
兵
器
禁
止
条
約
に
サ

イ
ン
す
る
政
府
を
つ
く
ろ

う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

私
た
ち
の
手
で
核
兵
器
禁
止
条

約
に
サ
イ
ン
す
る
政
府
を

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で

　
　
　
　

 

志
位
委
員
長
が
連
帯
あ
い
さ
つ

止
条
約
の
こ
と
に
触
れ
な

か
っ
た
」「
被
爆
者
団
体

が
安
倍
首
相
に
『
あ
な
た

は
ど
こ
の
国
の
総
理
で
す

か
』
と
迫
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
15
日
の
全
国
戦
没
者

追
悼
式
で
も
安
倍
首
相
は

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
加
害
責

任
や
反
省
を
口
に
し
な
か

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
報
隠
蔽
問
題
を
め
ぐ

り
国
会
閉
会
中
審
査
（
10

日
）。「
稲
田
元
防
衛
相
や

安
倍
首
相
は
出
席
し
な
か

っ
た
。
国
民
を
馬
鹿
に
し

て
い
る
」「
辞
任
で
幕
引

き
は
許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

戦
争
や
平
和
の
番
組
が

話
題
に
。「
イ
ン
ピ
ー
ダ

ン
ス
の
番
組
リ
ス
ト
が
役

に
た
っ
た
」「
７
３
１
部

隊
で
は
名
だ
た
る
医
学
者

が
か
か
わ
っ
て
い
た
」「
科

学
者
の
戦
争
責
任
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
無

茶
苦
茶
な
作
戦
だ
。
実
行

さ
せ
た
責
任
者
は
人
の
命

歩
の
銀
、
銅
は
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
広
島
に

再
び
マ
ジ
ッ
ク
が
点
灯

し
た
」「
西
武
が
連
勝
し

て
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き

た
」「
巨
人
の
阿
部
慎
之

助
選
手
が
史
上
49
人
目
の

２
０
０
０
本
安
打
を
達
成

し
た
」「
プ
ロ
17
年
目
で

の
偉
業
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
天
候
不
順
が
続
い
て

い
る
」「
東
京
は
記
録
的

な
長
雨
だ
」「
作
物
が
育

た
な
い
。
野
菜
は
値
上
が

り
し
て
い
る
」「
プ
ー
ル

や
海
水
浴
は
客
が
激
減
し

て
い
る
」

辺野古に新基地を造らせない！アピールする県民大会参加者

（参加者 4万 5千人、12日那覇）


